
オプション付きコンビテナー　ご使用に際しての注意点

① 観音扉付き ・ご使用の際には扉がロックされていることを確認ください。
コンビテナー ・扉と本体や扉と扉の隙間に指を挟まないようご注意ください。

（KRC） ・掛金具に指を挟まないようご注意ください。

・扉ヒンジが破損した際は使用を中止してください。

② 跳ね上げ ・中間棚を設置する際や、背面に収納する際は本体に中間棚フックが

中間棚付き ロックされていることをご確認ください。

コンビテナー ・パレット（床板）を跳ね上げる際に、中間棚との隙間で指を挟まない

（HA) ようご注意ください。

・中間棚を設置した状態でパレット（床板）を持ち上げないでください。

③ 嵩上げH2000 ・ご使用の際には嵩上げ枠を固定しているボルトに緩みがないことを

コンビテナー 確認ください。

（KA) ・上部のサイドバーを外した際、頭に当たらないようご注意ください。

（KA/SB2)

④ ダブルゲート付き・ダブルゲートを設置する際や、上部扉を開けた際に、

コンビテナー 体や足に当たらないようにご注意ください。

（WG) ・ご使用の際には締め金具が確実に掛かっていることを確認ください。

・扇型締め金具に指を挟まないようご注意ください。

⑤ 中間棚各種 ・ご使用の際にはフックが変形していないか確認ください。

・本体に装着した際、ガタツキがないか確認ください。

（ガタツキがある場合荷崩れの危険性があります。）

・カゴ車転倒の恐れがある為、荷物を積み込む際または降ろす際は

下記順番をお守りください。

荷物を積み込む際はパレット（床板）→中間棚の順番でお願いします。

荷物を降ろす際は中間棚→パレット（床板）の順番でお願いします。

・中間棚未使用時、フックの仕様が引掛け型フック仕様の場合

中間棚は側面フレームに引っ掛けて保管が可能です。

（背面フレームに掛けると転倒の恐れがあります。）

・耐荷重は仕様によって異なりますので、確認の上厳守してください。

・中間棚を設置してフォークリフト作業をする場合、中間棚の耐荷重

は通常の中間棚の耐荷重とは異なります。お問い合わせください。


